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素材と表現技法を見ると、江戸期に棉の栽培が全国に広がり女性の衣服も
華やかになるがそれ以前は庶民の使う布は麻がほとんどであり、現在は綿
布が多い。今回の取材でも平織綿布が90％を占めた。一品生産のためか長
く使っているものは型染め、筒描きが主で最近作られたものは顔料プリント
も散見される。デジタルプリントも増える傾向にある。ポリエステル素材は一
部であった、やはり天然素材が欲しいのだろうか。
　現在見られるデザインについては、やはり商標などの紋か店名を中心に簡
単に印すものがほとんどであり、古くから伝わるものの中には風格すら感じ
られ、緊張感のあるバランスは時代を超えた斬新性を訴えるものも多い。し
かし一方で、多様性が言われる現在にあってデザインの方向性や考え方は
意外なほど伝統的な範疇に留まっている。ここに私達もの作りをする立場に
とってまだまだアプローチする余地が充分に有るのではないか。
　今回の勉強会に先立ち京都、大阪、東京、奈良の各一部であるが取材に
歩いた。家庭で使われる暖簾までには至らなかったが出来るかぎり店の人
に話を聞いてみた。中にはデザイナーや建築家が積極的に計画した所もあ
るが、多くは染屋さんに頼んで出来てきました、という返事が多かった。その
点で、素材の吟味からデザインまでもっと強いアプローチが出来ないものだ
ろうか。勿論色々な制約があるだろうが。何百年ものあいだ変わらない理由
が確かに存在し、それも布の力と言えるのだろうがまだまだ表現の可能性は
有ると思う。　　　
この勉強会では最後に、月に兎を探しに行ったアポロ11号が月面に立てた
旗の画像を見ていただきながら終わった。強烈なメッセージを放つ、人が最
も遠くに掲げた布である。暖簾は身近な生活の布であり古くからいろんなも
のを守ってきた、そしてひと目見て瞬時に沢山の事を伝える布としてこれか
らもずっと存在するだろう。だとすればついつい見逃しがちな糸や布やその
他の素材の事も、メッセージ性の事も、もう一度、見直し確かめながらアプロ
ーチすることで新たな布の力が生まれるかもしれない。　　　　　　　　
　　　　　　　　                                                       （板東　正）
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　　６月の五個荘見学と講演会「暖簾考」に引き続き、「のれんの町勝山」調査
団として、岡山県真庭市勝山を訪れました。朝７時半大阪駅を出発、高速バ
スにて津山へ、津山から電車で１１時に中国勝山駅に到着しました。駅舎の
正面では、早速絞りの美しい暖簾が出迎えてくれました。勝山は江戸時代に
は勝山藩二万三千石の城下町で、出雲街道の要衝であり、中心を流れる旭
川は水運の最上流発着地点として古くから栄え、今も自然環境豊かな文化
の香り高いところでした。
　　調査の目的は、勝山は暖簾が町のシンボルになっていることに興味を持ち、
暖簾による町おこしの企画が計画され実行されていった経緯、町おこしに暖
簾が果たした役割、今後の展望等を調査し、暖簾展や「布の力」の企画へ向
けての参考例として調査することになりました。
　　NPO法人勝山・町並み委員会の理事をされていて、「ひのき草木染め工房
」店主の染織作家、加納容子さんにお話を聞きました。彼女は、東京の芸術
大学で染織を学び、その後東京で織教室や作家活動をされた後、生家の造
り酒屋を継ぐために地元に帰り家業を手伝いつつ作家活動をされていまし
た。
　　最初のきっかけは１４年前、自宅の造り酒屋の店頭に自作の暖簾を掲げた
ところ、隣近所の評判を呼び暖簾制作の依頼が続出したとのことでした。お店
で日除けと人目避けのためにブラインドやカーテンを閉めると、店がお休みか
と思われ、暖簾であればこのことが解決します。初め１６件が集まり加納さん
に制作を依頼して町に暖簾がかかると、新聞や雑誌で取り上げられる様にな
り、県下初の町並み保存地区の指定をされ、暖簾を見ようと観光客が増えた
のです。また、朝夕の暖簾の出し入れが人々の会話の機会を生み出し、地域の
人々のコミュニケーションが生まれました。加納さん達は暖簾の町を目指した
訳ではなく、自分たちの暮らしのアイデアが暖簾をつくることになり、暖簾制
作でできた住民間のコミュニケーションの深まりが、町おこしのきっかけと
なったのです。布は劣化するので３年ごとに順繰りに新調しています。それに
かかる費用は、自分たちの積み立てと行政も補助金政策で支援するなど大変
協力的です。
　今では１００軒近くの人達が意匠を凝らした暖簾を掲げています。一枚と
して同じものはなく、古くから伝わる紋章のようなデザイン、家業を表すデザ
イン、モダンで抽象的なデザイン等、ユニークで各々の家のトレードマークに
なっていました。デザインの質の高さは、私が想像して

「のれんの町勝山」調査団報告書


